
第

一
一回

平
成

二
十
六

(
二
〇

一
四
)
年

五
月
十
七
日

「夙
川

・知
の
散
歩
道

-

夙
川
と
大
手
前
大
学

-

展

」
の
鑑
賞

【期
間
】
五
月
十
九
日

(
月
)
～
五
月
一一一十

一
日

(土
)
※
二
十
五
日

(日
)
休
館

【会
場
】
大
手
前
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

地
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

四
月
の
講
座
で
紹
介
し
た
資
料
を
中
心
に
、

を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
学
が
夙
川
の
地
に
開
学
す
る
ま
で
の
時
代
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
た
展
示

[
展
示
内
容

]

一
、
福
井
治
兵
衛

(艸
公
)
と
縁
の
あ
る
人
々
の
紹
介

ー
パ
ネ
ル
展
示
1

①

年

表

福
井
治
兵
衛
と
藤
井
健
造

②

写

真

福
井
治
兵
衛
と
藤
井
健
造
、
そ
し
て
縁
の
あ
る
人
々
の
紹
介

(敬
称
略
)

③

マ
ン
ガ

『永
遠
に
夢
を
追
う
青
年
』
1

藤
井
健
造
理
事
長
評
伝

『風
化
な
き
騎
将
』
よ
り

ー

(作
画
・
佐
藤
晴
美
教
授
/

「
大
手
前
学
入
門
」
コ
ン
テ
ン
ツ

ニ
○
〇
九
年
～
)
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、

P

一

,

「

そ'・弓3恥≧

ノ
マ

コ

義
!

r

戸

唱
43

'
"

鱈
、
・
㌧
㌣
㌧
聯

陳

鳳

孟
一

馬虐9

福

井

治

兵

衛

本
名

・
芳
松
、
俳
号

・
艸
公

(明
治
三
十
一
一
(
一
八
九
九
)
年
～
昭
和
三
十
九

(
一
九
六
四
)
年
)

松
荘
洋
館
前
で

(昭
和
九

(
一
九
三
四
)
年
十
二
月
))

西
宮
の
高
橋
家
に
生
ま
れ
、
十
七
歳
の
時
に
福
井
家
の
家
業

・
味
噌
製
造
業

「阿
波
屋
」
に
従
事
す
る
。

十
九
歳
の
時
に
福
井
政
江
と
結
婚
。
二
十

一
歳
の
大
正
九

(
一
九
二
〇
)
年
に
御
茶
家
所
町

(当
時
は
大
社

村
森
具
)
に
移
居
す
る
。
昭
和
四

(
一
九
二
九
)
年
の
西
宮
市
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以
後
二
期
勤
め
る
。

昭
和
八

(
一
九
三
三
)
年
に
は
家
名

・
治
兵
衛
を
襲
名
し
、
阿
波
屋
を
会
社
組
織
に
変
更
す
る
。
当
時
の
工

場
は
六
千
坪
の
敷
地
を
有
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
乗
馬
と
俳
句
を
趣
味
と
し
、
他
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、

釣
り
、
絵
画
な
ど
多
芸
多
才
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
画
家
、
芸
人
、
文
筆
家
な
ど
の
活
動
支
援
に
も
力
を
入

れ
、
自
身
で
も
西
宮
新
聞
の
発
行
、
俳
誌

・
文
芸
誌
の
編
集

・
発
行
を
て
が
け
た
。
終
戦
後
は
、
工
場
が
空

襲
で
焼
け
た
た
め
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
家
業
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
藤
井
健
造
か

ら
の
紹
介
が
あ
り
、
ジ

エ
イ
コ
プ

・
デ
シ
エ
ー
ザ
ー
夫
妻
の
仮
寓
に
福
井
邸
を
提
供
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
学
校
法
人
西
宮
学
園
を
設
立
す
る
。
デ
シ
エ
ー
ザ
ー
氏
が
昭
和
三
十
五

(
一
九
六
〇
)
年
に
独
立
の
教

会
を
造
る
に
あ
た
り
学
園
は
解
散
し
、
土
地
と
建
物
を
学
校
法
人
大
手
前
女
子
学
園
に
寄
附
を
し
た
。
昭
和

三
十
九

(
一
九
六
四
)
年
、
夙
川
に
大
学
が
開
学
す
る
の
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
没
し
て
い
る
。

井膝

井

健
階

壮
迫

(明
治
一二
十
九

(
一
九
〇
六
)
年
～
平
成
三

(
一
九
九

一
)
年
)

学
校
法
人
大
手
前
学
園
の
創
立
者
。
守
口
の
樋
口
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
馬
に
興
味
を
持
ち
、
大
学

在
学
中
も
馬
術
部
に
所
属
し
活
躍
す
る
。
ま
た
在
学
中
に
藤
井
加
代
と
結
婚
し
、
長
女
三
奈
子
が
生
ま
れ
た
。

卒
業
後
は
、
神
戸
又
新
日
報
社
に
記
者
と
し
て
入
社
す
る
が
、
仕
事
よ
り
も
馬
と
車
に
情
熱
を
も
や
し
た
。

昭
和
七

(
一
九
三
二
)
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
馬
術
部
門
に
西
竹

[
騎
手
が
出
場
す
る
こ

と
を
知
り
、
自
費
通
信
員
の
資
格
を
得
、
民
間
人
で
唯

一
の
付
き
人
と
し
て
同
行
渡
米
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
終
了
後
は
す
ぐ
に
帰
国
を
す
る
こ
と
な
く
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
米
国
大
陸
を
横
断
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で

旅
を
す
る
。
こ
の
時
の
経
験
は
、
終
戦
後
に
創
設
し
た
大
手
前
文
化
学
院
で
の
教
育
方
針
の
も
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四

(
「
九
四
九
)
年
に
長
女

二
二
奈
子
が
福
井
治
兵
衛
の
長
男

・
律
と
結
婚
す
る
。
翌
年
に
は

短
期
大
学
の
設
置
認
可
が
お
り
た
。
昭
和
一一一十
五

(
【
九
六
〇
)
年
に
は
、
西
宮
学
園
が
解
散
す
る
に
あ
た

り
、
福
井
治
兵
衛
か
ら
夙
川
の
土
地

・
建
物
が
寄
附
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
四
年
後
に
大
学
設
置
の
申
請
を
行

い
、
昭
和
四
十

[

(
一
九
六
六
)
年
に
大
手
前
女
子
大
学
を
開
学
し
、
現
在
の
学
校
法
人
大
手
前
学
園
の
基

盤
を
つ
く
っ
た
。
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西

竹

(明
治
三
十

(
一
九
〇
二
)
年
～
昭
和
二
十

(
一
九
四
五
)
年
)

昭
和
十

(
一
九
三
五
)
年
四
月
二
十
八
日
横
浜
大
会
に
て

福
井
治
兵
衛
の
ア
ル
バ
ム
よ
り
。
昭
和
十

(
一
九
三
五
)
年
の
横
浜
公
園
グ
ラ
ン

ド
で
の
馬
術
大
会
で
の
写
真
。
(写
真
左
、
右
は
福
井
治
兵
衛
)

他
、
夙
川
の
福
井
邸
で
今
村
中
佐
と
西
大
尉
が
福
井
治
兵
衛
と

一
緒
に
写
っ
て
い

る
も
の
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

男
爵

・西
徳
次
郎

の
息

子
。
十

歳
の
時
に
父

を
亡
く

し
、
男
爵
を
継
ぐ
。
ま
た
相
次
い
で
家
族
を
亡

く
し
、

天
涯
孤
独
の
身
と
な
る
が
、
後
見
人
の
西
伊
三
次
は
じ
め
周
囲
の
人
々
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
育

つ
。

大
正
五

(
一
九

一
六
)
年
に
軍
人
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
と
、
本
気

で
乗
馬

の
練
習
を
始
め
た
。
昭
和

二

(
一
九

二
七
)
年
に
習
志
野
騎
兵
学
校

へ
入
校

し
た
。
の
ち
教
官
の
今

村
少
佐
か
ら
、
名
馬
ウ
ラ
ヌ

ス
号

を
す
す
め
ら
れ
私
費

で
購

入
。
後
、

こ
の
愛
馬
と

昭
和

七

(
一
九
一二
二
)
年
の
ロ
サ

ン
ゼ
ル

ス
オ
リ

ン
ピ

ッ

ク

で
優

勝
し
、
バ

ロ
ン

(男
爵

)
西
の
名
は
世

界
に
広
が

っ
た
。
昭
和

十
九

(
一
九

四
四
)
年

に
戦
車
第

二
十
六
連
隊
長
と
し
て
硫
黄
島
に
向
か
い
、
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

『栄
光
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

西
竹

一と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
馬
術
』
馬
の
博
物
館
根
岸
競
馬
記
念
公
苑

昭
和
五
十
九
年

(
一九
八
四
)
年
四
月
)
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永遠に夢を追う青年
風化なき馬作画/佐 藤晴美

馬
術
と

愛
麗
の
面
倒
琶
見
る
こ
と
に

専
念
し
た
学
生
生
活
を
送
り

慢
饗
へ
の
出
席
臨
は

極
端
に
悪
か
つ
た

し
搾

急

22
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一
一、
大
手
前
大
学
の
カ
ル
チ
ュ
■フ
ル
ル
ー
ツ

(
一
)
阿
波
屋
味
噌
製
造
所
に
つ
い
て

ー

パ
ネ
ル
展
示

ー

①

地
図
-
宮
前
町
に
あ

っ
た
波
屋
味
噌
製
造
所

(大
正
五

(
一
九

]
六
)
年

武
庫
郡
西
宮
町
全
図
/
西
宮
市
中
央
図
書
館
蔵

よ
り
部
分
)

②

『
西
宮
鳥
職
図
』
吉

田
初

三
郎
画

(
昭
和
十

一

(
一
九

三
六
)
年
)
を

吉
井
貞
俊
氏
写
す

(
昭
和
六
十

(
一
九
八
五
)
年
)
部
分

③

阿
波
屋
味
噌
製
造
所
広
告

(
「
艸
公
切
り
抜
き
集
」
よ
り
)

④

阿
波
屋
味
噌
蔵
遠
景

-
宮
前
町

・
大
正
時
代
1

(
『目
で
見
る

西
宮
の

一
〇
〇
年

西
宮
市
全
域
』
郷
土
出

版
、
平
成
十
二

(
二
〇
〇
〇
)
年
三
月
)
よ
り

1

実
物
展
示
1

ま

る

⑤

○
あ

味
噌
の
看
板
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(
二
)
福
井
治
兵
衛

(俳
号
・
艸
公
)
と
俳
句

ー

パ
ネ
ル
展
示

1

①

『酒
に
関
す
る
名
句
と
拙
句
抄
』
(福
井
艸
公
編
、
昭
和
三
十
八

松
瀬
青
々
の
句
を
十
句
、
艸
公
の
句
を
十
二
句

(
一
九

六
三
)
年
)
よ
り
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景全栃造製噌昧麗波阿

霧議肇 護

難 鷲'、 ≡豊豊國
(1)一 ③:阿 波屋 味噌製造所広告(「 艸公切 り抜き集」よ り)

一∬一一謬鷺灘灘欝

壕 賠1擁譲議鍵 欝
__み ノ＼ ・隙 ∵ 熱;メ 磁ン弊 轡

1㌦ ・.1鰯琴1
.

マ かしウヤコ

ー 続 猟 ,止
'
一,・,麟1・ 霊

▼1

11,

(1)一 ④ 阿波屋味噌蔵遠景(宮 前町)

「目で見 る 西宮の100年 西宮市全域』郷土 出版(平 成12(2000)年3月)

よ り
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《松
瀬
青
々
の
名
句
抄
よ
り
》

道
頓
堀
柴
藤

酒
は
日
鷹
あ
ま
こ
の
反
り
の
春
寒
き

橋
に
逢

ふ
酒
友
達
と
春
の
雪

艸
公
の
案
内
に
て
「播
重
」女
の
義
太
夫
を

巨
口
と
共
に
聞
き
て
の
帰
り
南
地
の
旗
亭
に
て
小
酌
す

杯
を
我
が
妹
と
し
朧
語
る
な
り

甘
酒
屋
打
出
の
浜
に
お
ろ
し
け
り

ウ
ィ
ス
キ
ー
の
少
し
が
味
す
砂
糖
水

新
酒
は
常
の
酒
よ
り
濃
く
あ
り
し

雪
の
文
出
そ
う
と
し
つ
〉
酔
い
ゐ
た
り

雪
と
梅

と
酒
と
此
こ
ろ
松
葉
蟹

推
敲
の
気
を
養
ふ
や
玉
子
酒

牡
蠣
船

に
十
年
こ
の
方
の
酔
い
が
出
て

《
福
井
艸
公
の
拙
句
抄
よ
り
》

や
〉
酔
う
て
子
の
書
初
め
を
か
か
げ
た
り

酒
と
餅
に
倦
む
こ
と
知
ら
ず
松
の
内

初
旅
の
子
が
土
産
な
り
烏
賊
徳
利

風
流
は
論
ず
る
勿
れ
花
の
酒

酒
の
座
を
互
い
に
見
つ
〉
花
の
山

酒
蔵
一
見
の
帰
路

春
の
雪
う
れ
し
と
酒
の
粕
さ
げ
て

辰
馬
力
氏
よ
り
毎
年
新
粕
を
頂
く

春
寒
に
人
情
こ
も
る
酒
の
粕

老
弱
の
我
を
引
立
て
、
長
男
夫
婦

(孫
一
一児
共
)
が
自
動
車
を
運
転
し
て
、

貴
船
鞍
馬
に
遊
ぶ

(昭
和
=
一十
六
年
)
一一句

一
宿
の
瀬
音
涼
し
く
微
酔
か
な

鮎
塩
焼
十
年
振
り
よ
宿
の
酒

玉
子
酒
子
等
の
成
長
ぼ

つ
と
見
る

西
行
の
歌
を
想
い
出
て

願
は
く
ば
新
酒
の
下
に
我
死
な
ん

黒
田
重
太
郎
氏
よ
り
紺
綬
褒
章
下
賜
記
念
と
し
て
薔
薇
図
を
頂
く

一
軸
の
清
美
に
酔
ひ
つ
春
の
宵

(2)一 ①:「 酒に関する名句と拙句抄』(福井艸公編 ・昭和38(1963)年 より)
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三

、

艸
公
の
文
化
活
動
と
著
作

ー

パ
ネ
ル
展
示

-

①

総
合
芸
術
雑
誌

『
海
松

M
i
r
o
u
』
の
創
刊
号

-

実
物
展
示

1

②

『海
松

M
i
r
o
u
』
創
刊
号
～
第
五
号
/
表
紙
画

黒
田
重
太
郎

③

艸
公
発
行
の
句
集

・
八
冊
、
関
連
俳
誌

『穂
麦
俳
句
集
』
(装
禎
/
入
江
来
布
、
大
正
十
二

(
一
九
二
三
)
年
)

『新
田
俳
句
集
』
(題
句
/
松
瀬
青
々
、
昭
和
三

(
一
九
二
八
)
年
)

『古
句
評
釈
』
(昭
和
四

(
一
九
二
九
)
年
)

『海
松
』
一
巻
～
五
巻

(表
紙
画
/
黒
田
重
太
郎
、
昭
和
四

(
一
九
二
九
)
年
～
昭
和
六

『初
荷
俳
句
集
』
(装
禎

・
挿
画
/
山
口
草
平

・
金
森
観
陽
、
昭
和
六

(
一
九
三

一
)
年
)

『小
萩
句
集

天
の
川
』
(昭
和
十
二

(
一
九
三
七
)
年
)

『艸
公
句
集

雪
柳
』
(装
槙
/
黒
田
重
太
郎
、
昭
和
三
十

(
一
九
五
五
)
年
)

『酒
に
関
す
る
名
句
と
拙
句
抄
』
(昭
和
三
十
八

(
一
九
六
三
)
年
)

『俳
句
集

冬
柳
』
(装
傾
/
黒
田
重
太
郎
、
昭
和
三
十
八

(
一
九
六
三
)
年
)

俳
誌

「穂
麦
」

④

艸
公
の
切
り
抜
き
集

・絵
葉
書
集

⑤

西
宮
芸
術
講
演
会
開
催
チ
ラ
シ

(
一
九

三

一
)
年
)
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一

『
海

松
』
獲
刊

に

就

て

我
等
に
二
・
-・P決
然
ε
し
て
韻
固
な
ろ
意
志
を
衷
自
ぜ
む
ξ
す
、.

先
づ
n
由
を
絶
叫
し
、
浩
浄
を
嘉
唱
ぜ
む
ご
す
。

明
に
し
て
直
、
し
か
も
美
な
う
も
の
を
探
求
ぜ
む
こ
す
。

有
ら
ゆ
う
形
式
に
於
て
、
有
ら
ゆ
る
方
法
を
以
て
。

力
強
く
我
等
は
存
花
¢
む
ε
寸
c

同
志
の
諸
氏
篭
飛
躍
し
て
來
六
れ
∪

倶
・ト
ノ
＼
我
写
の
新
天
地
を
悶
拓
ぜ
む
。

【
艸

公
】

①:『海松』創刊号より

表紙 表紙画/黒 田重太郎

で

.

∴

耽

'

.

「1

③:艸 公発行の句集8冊 関連俳誌
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四
、
西
宮
学
園
か
ら
大
手
前
学
園

へ

1

実
物
展
示

1

①

西
宮
学
園
の
入
学
案
内
チ
ラ
シ

②

艸
公
の
切
り
抜
き
集

P貞OIFI¢咽SI削 丁
英 陸

四

月

始

一1

覗

清

新

占

語 芸
人 雅
2圏ン

西 5'

法"宮

'、戚 ・li

ljコ

..西:襲
{.:誓1町

科 科
受
付
中

一阿 、

救
和

服

創

霧塞量灘1欝1
讃 園 ロ 言 瑠:器

塾
一

作

Ii・ 非 な

① 西宮学園の入学案内チラシ
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若 い 伽 子 達 の 教 育 に 關 心 を 持 た れ る御 父 見 に

(特 に 語 學 戦 宵 の 聞 題 に つ い て)

鯵腐俵潅沌の巴帽も鷲望久レ豊講廟を盤彪輌心帽面に漸く寮普きを見

せて來ま した。

併し次代達捻ゑべ9r御子弟の鮫青の現 畦陰果して濱足すべ壼ものでせ

うかゆ六三縣ぽ唖惣のひ蘭くてその賓旙に於て鰍くる断ありとO膿 も隔

かれまナ。聾算面の瑚緯・そ して 敦員の質的低下・設儂②貧困・公宣

願列主黄の敏胃等 到々aの 同運が凶撰してゐる献躯 で†o

何噂箔も廻濃期O挽 象濯炉 ら仕力がないと・乎をζ象ぬいて見て いる

丙r【ナぐ二三年たつて了ひ雲ナ.儀 陰嶽い内に打たねばなり象せんg中

でも重饗なの陰躍摩力の麟養でぽないでせ5か.

腕が団が溝去一世紀O関 そO力 向に蹴りあつたとはい2西 謡外置 の長

翫をとつてあ らゆる方駈に隔謄の澹,を 塾げた事は万人鯵しく彫める所

であ り、モO同 モの主導力をなしたOは ・戦が口贔昇の融先質の缶 個人

の卓雛せる語墨力にあつたといつて鋤露でないと聡ひまTo

とヒろで魏が圏の民主化に潮 く薯闘を見たに遙書ず、從らに歌米の交

駒に眩識曾 られる諏でぱあ りませんが、俵熊と`て 吐治 認置 章切セ牧寳

難 蓄審科學 各力術に或ひぱ愚想的に琉ひは妓欝的に 立揖れている

ζ とほ易距る亭貰であ り雲すo我q日 本人は頼肉本交化の慧燈が発極o

塩想であるにして し覧現貿に陰モの聞の鎧興を無くする亭 が・駈5写 達

霞の塗冥江契糎となるので陰ないでせ うか.そ のβには矢肇り七れらの

匪O雲 語を身につける事がβ票ですoあ の戦時中、日本では膏砂㍑ 排外

思塩か ら夕昏圃晒の鰹樽には種 の々妨晋を受けた風反し、アメ9カ で陰貝

棚 究燕が膨辞と起ったではあり史せんか。正しく異団を題解ナる慨
に瞳兜塗撚異匿の甘語を以てしなけれぱなりませんo

それが2扇醗的丈法体系を熱厩し7≧OXよV㍉ わるV、ヨミの'イ ジ呂ス ト

眠の語韻敬青で十分ざいへる℃せうカ㌔ もつと翼劔に考へて戴いて よい

畦では粗いかと思ひ虫す91

實學国障各個人O正 しい榔 力の聲養をその目的として層り雲ナ9婁

陰轍 曝の鴨蟹b繍 は愈晒力の碧成噛或は澹鰻 職準僧、虞は農 賢の

噌電、何nを 目的とされても自自で†が、摩生b生 整、児渣魅一般肚曾

人 たる凄岡陰ず、ムB.Cか ら商鰯曾隔鑑、夷 、佛 ・偶 各剛屈 霊ぴに、

英丈 雷イrン ダを激授し、醸騨局に雌 ない殴畑と艮き環撹 を蹴つて袴

るべ豊司匹霞たることを自責して屠雲ナ9

藁校法入 西官學園卿鰻 幅 井 治 兵 衛

西宮市麟 家所町55電 話西宮35・1599
阪念夙川犀醐 二丁顕歳諮切下
(阪回バメ森具停北へ上る東側)

★

τ「コ

1

SUNDAYWORSHIPSERVICE

㎝町s阻 面 7ハ融P.H.

★ ハ血s.Deshazer,sSUM)AYSCHOO正

e町Sm血y 4陶5P,H.

★ ハ便rs.Deshazer,sB夏BLECL鮒S

最高文化敦室

e▼町F趾d町 7門9P.肌
,

このサービスは元ドウリットル爆撃殿良」.Da曲e認【

氏夫童が日寧7り一メソジスト歎會牧師として來日さ
れ雷景園に開ムれたもので掬灘の溜講セ徽迎します

爾パイプルク,スは來る9月28同より苺週金曜日毎新
約聖喬1章より新しく始まります題謬はつ蕾ますが語
學の判る方は一層触損になります

名暮會長 」鵬bD聞h嘔 麗

〃〃吻

副
i

「

1

.1

」

②:艸 公発行の切り抜き集から

宣教師のデシ ェーザー氏夫妻(元 ・ドー リ トル部 隊軍曹)が 講 師をつとめた

バイブルクラスのチラシ。その流れは現在、神楽町 にあ る日本 フリー メソジス

卜教会につなが っている。
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.ド.L

羅 織既.

円い
竃噺

"爵亭

、

・協 ・ 唱7

一斜
璽嘱

曳

"

盗
、銀b搏

皿.'竃
嚢
窪

檬

「

,・ζ

.型

'

瓢

蕪 ・

馨 磯 。～

ぞ1'罫'

灘 響

撃 舶細 曝 遭β
欝 響 灘 鑓難毒蕪暴 毒 蓑・

難

筒
L
、磨

解
観
認

莞墨
り'〃㌘'

鴨.、 、;'ナ・頑 鵜 僻'、 慣 額 範 ・・麗 る'.～

1.;蔦n'ご 一.,.・ 一 一・ 瀕 鑑 ・ 一 擁 一 、 焼

パ シ フ ィ ッ ク イ ン ス テ ィ テ ユ ー トの 教 室 と な っ て い た 御 茶 家 所 町 の 福 井 治 兵 衛 邸

洋 館

騰 睦

げ

職血

驚

＼

＼

3
㍑屡

霧

欝

毒
繋篇

黛
祭
薫
塗
.≦

ヨ

の
ヒ

蝦＼
曝

、,

1

、

11

謡

.

、

、

旧

・

～

墜

・
　

'
魁

..届 騨 礁 鳥一一 課'
、 紳r翅謎 壁 奪1∴

剛 三垂 ・蟹 霧
一.'.ρ 脚 一嚇 ノ:、 、"u調 ひ

一}ヴ ゴ 《こ磯 ㍗ 薄.留:

昭和37(1962)年 御茶家所 町に建設 された短期大学寄 宿舎の西宮学 寮を眺

め る藤井健造理事長 と、福井律 ・三 奈子の家族(長 男 ・有、次男 ・要)
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五
、
福
井
治
兵
衛

(艸
公
)
と
黒
田
重
太
郎
の
交
流
に
つ
い
て
1
絵
画
作
品
を
中
心
に
ー

ー

パ
ネ
ル
展
示

1

①

黒
田
重
太
郎
に
つ
い
て

②

『
閑
庭
惜
春
』
制
作
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ー

実
物
展
示

1

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③

福
井
治
兵
衛

(艸
公
)
宛
て
葉
書

(艸
公
の
絵
葉
書
ア
ル
バ
ム
)

黒
田
重
太
郎
執
筆
の
新
聞
連
載
記
事

の
ス
ク
ラ
ッ
プ

(艸
公
の
切
り
抜
き
集
)

絵
画
作
品

『
晩
楼
』
『
閑
庭
惜
春
』
『肇
暑
』
(
三
部
作
)

絵
画
作
品

『
シ
ャ
ル
ト
ル
ー
ズ
の
庭
』

絵
画
作
品

『
雪
審
』

絵
画
作
品

『
馨
粟
の
花
』

絵
画
作
品

『
残
菊
』
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①
黒
田
重
太
郎
に
つ
い
て

福
井
治
兵
衛

(艸
公
)
と
黒
田
重
太
郎
の
出
会
い
が
い
つ
の

頃
な
の
か
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
艸
公
の
句
集

『雪
柳
』
(昭
和

一一一十

(
一
九
五
五
)
年
刊
)
に
寄
せ
た
重
太
郎
の
序
文
に
は

「艸

公
さ
ん

と
の
交
友
も
、
思
え
ば
久
し
い
も
の
で
、
湖
れ
ば
大
正

年
代
に
な

る
。
互
い
に
気
ま
ま
に
云
い
合

っ
て
来
た
が
、
私
に

取

っ
て
は

芸
術
の
よ
き
理
解
者
で
も
あ
れ
ば
、
句
作
の
こ
よ
な

き
先
達
で
も
あ
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
重
太
郎
の
第

一
次
渡
欧

(大

正
五

(
一
九

=
ハ
)
年
-
七

(
一
九

一
八
)
年
)
の
帰
国
の
際
に

艸
公
が
旅

費
を
工
面
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す

で
に
大
正
五
年
頃
に
は
出
会

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

黒
田
重
太
郎
は
明
治
二
十

(
一
八
八
七
)
年
生
ま
れ
。
大
阪
で

育
つ
。
幼

い
頃
か
ら
文
学
に
憬
れ
、
家
業
の
呉
服
業
を
継
ぐ
べ
き

と
こ
ろ
絵

を
描
く
こ
と
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
当
初
は

親
も
反
対

し
て
い
た
が
、
京
都
の
鹿
子
木
孟
郎
、
そ
し
て
浅
井

忠
に
弟

子
入
り
を
す
る
。
そ
の
後
、
高
島
屋
の
図
案
部
の
仕
事

を

一
年
半

、
帯
の
図
案
描
き
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

画
業
に
専

念
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
浅
井
門
下
の
安
井
曽
太
郎

か
ら
滞
欧
作
を
見
せ
ら
れ
発
奮
し
、
大
正
五

(
一
九

=
ハ
)
年
、

第

一
次
世
界
大
戦
さ
な
か
に
渡
欧
し
た
。
大
正
七

(
一
九

一
八
)

年
パ
リ
の
戦
火
が
激
し
く
な
る
と
南
フ
ラ
ン
ス
を
巡

っ
て
か
ら
、

ロ
ン
ド

ン
へ
渡
り
日
本
に
向
け
て
の
出
港
を
待

つ
。
そ
の
間
、

松
方
幸
次

郎
と
知
己
を
得
、
度
々
画
廊

へ
も
同
行
し
、
彼
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
に
も
た
ち
あ

っ
て
い
る
。

帰
国
後
は
主
に

『制
作
』
『中
央
美
術
」
へ
の
執
筆
を
手
が
け
る

よ
う
に
な
り
、
大
正
八

(
一
九

一
九
)
年
に
は
第
六
回
二
科
美
術

展
覧
会
に
て
滞
欧
作
を
発
表
。
一
一科
会
友
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十

(
一
九
二

[
)
年
五
月
、
艸
公
は
重
太
郎
の
出
世
作
と

==口わ
れ
て
い
る

《雪
癬
れ
》
(大
正
九

(
一
九
二
〇
)
年

・
第
七
回

一
一科
展
)
を
受
取

っ
て
い
る
。
同
年
六
月
の
重
太

郎
か
ら
の
八

ガ
キ
に
は

「御
送
り
の
も
の
本
日
た
し
か
に
入
手

御
配
慮
の
程

厚
く
感
謝
し
ま
す
:
・云
々
」
と
、
そ
の
作
品
に
対
す
る
返
礼
が

あ

っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
文
面
と
あ
わ
せ
て
、

そ
の
年
十
月
の

渡
欧
を
前
に
し
て
、
著
作
を

一
つ
仕
上
げ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

こ
の
重
太
郎
に
と

っ
て
二
度
目
の
渡
欧
に
も
、
艸

公
は
支
援
を

惜
し
ま
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
の
み
な
ら
ず
、
帰

国
後
二
年
目
の

大
正
十
四

(
一
九

一
一五
)
年
に
は
、
西
宮
市
の
広

田
神
社
前
に

ア
ト
リ
エ
付
き
の
新
居
を
用
意
し
た
。
だ
が
残

念
な
が
ら
、
重

太
郎
は
妻
雅
さ
ん
を
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、
広

田
で
の
生
活

は

[
年
に
も
満
た
ず
、
京
都

へ
戻
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、

次
第
に
画
業
に
も
勢
い
が
増
し
、
信
濃
橋
洋
画

研
究
所
等
で
の

後
進
の
指
導
や
、
技
法
書

・
美
術
史
書

・
随
筆
な
ど
執
筆
家
と
し

て
も
活
躍
を
見
せ
、
関
西
の
洋
画
壇
の
礎
を
築
い
た
。
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軸

イ

竈

、

づ

)凄

逗
も

②

《
閑
庭

惜
春
》
(黒
田
重
太
郎
画

・昭
和
八

(
一
九
三
三
)
年
)

制
作

の
エ
ピ

ソ
ー
ド

本
作
品
の
モ
デ
ル
は
艸
公
の
家
族
で
、

夙
川
の
私
邸
の
庭
で
描
か
れ
た
も
の
。

作
品
タ
イ
ト
ル
も
艸
公
が
自
ら

つ
け
た
と
い
う
。

画
家
が
モ
デ
ル
の
種
明
か
し
を
し
て
い
る
下
記
の
記
事
か
ら
も
、

そ
の
親
交
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る
作
品
で
あ
る
。

い

つ
か
私
が
、
女
一房
や
子
供
を
描

い
て
い
た
と

こ
ろ
、

「
君
の

一
家
で
画
に
な
る
の
な
ら
、
俺
の
家
族
だ

っ
て
画

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
す
す
ん
で
カ
ン
バ
ス
の
前
に

立

っ
て
く
れ
た
、
俳
人
で
、
市
議
会
議
員
で
、
ミ
ソ
屋

の
主
人
で
あ
る
友
人

一
家
で
す

ー

(昭
和
八

(
一
九
一一一三
)
年
九
月
毎
日
新
聞
)
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説⑤三部作 中央 《閑庭惜春》(黒田重太郎 ・昭和8(1933)年)
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享墨豪縞鍵
軌議

⑤三部 作 右 《晩櫻 》

(黒田重 太郎 ・昭和9(1934)年)
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⑥ 《シ ャル トルーズの庭 》(黒田重太郎 ・大正11

麺 懸 灘':軍{諮 壷 藤 瓢 ㌦、

醜驚纏 峠磯認
で/,.誉'獲

癖 軸 　瑠

薦祀 鈴 πw悟 聾 」

ゴ

誉 ご轡轡 轡響 ・夢 ・引 鵜

驚

(1922)年)

撫磯
,講_r`

ザ

撫一一 鎧 柄 冷

⑦ 《雪露》(黒田重太郎 ・大正9(1920)年)
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⑧ 《嬰 粟の花 》(黒田重太郎 ・大正14(1925)年)

5∵ 詠 弱副
・'「/

ノ ベん ♂ 撫 。 職 タ

嫡 魂ll

磐縫 蕊
懸∴講
⑨ 《残菊》(黒田重太郎 ・昭和7(1932)年)
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